



Policy Evaluation Based on Changes in Resident 
Satisfaction:                                     
Case Study of Yosano Town,Kyoto Prefecture 
張 明軍・矢口芳生 

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































10 項目において、調査年度による有意な差が認められた（表 3）。同様に、B 方向による独立したサ






表２.2011 年調査と 2017 年調査の住民属性 
項目 
2011 年度（N=794） 2017 年度（N=669） 
人数 有効％ 欠損値 人数 有効％ 欠損値 
性
別 




女 414 52.7% 372 55.9％ 
年
齢 




70 歳以上 237 30.3% 212 31.8% 
職
種 




無職＆家事 303 38.6% 219 32.9% 
表 3.調査年度による住民満足度の平均値比較（Ａ方向） 
施策項目 年度 平均值 標準偏差 t df p 
9.織物業の振興 
2011 3.604 0.9803 
2.179 1461.000 0.030 
2017 3.490 1.0174 
12.山・川・海の保全 
2011 3.141 1.0849 
3.642 1461.000 0.000 
2017 2.931 1.1167 
13.ごみの減量化やリサイクルなどの推進 
2011 2.912 1.1843 
3.121 1461.000 0.002 
2017 2.721 1.1454 
14.災害に強い山や川づくりと防災体制の強化 
2011 3.350 1.1276 
2.949 1461.000 0.003 
2017 3.178 1.0944 
15.計画的な土地利用や住宅政策の推進 
2011 3.251 0.9769 
-3.936 1461.000 0.000 
2017 3.449 0.9335 
18.情報ネットワーク基盤整備や有線テレビ事業の推進 
2011 2.397 1.0935 
-3.718 1461.000 0.000 
2017 2.610 1.0982 
19.上水道等の整備 
2011 2.369 1.0643 
3.907 1461.000 0.000 
2017 2.151 1.0663 
20.下水道等の整備 
2011 2.475 1.1466 
3.335 1461.000 0.001 
2017 2.274 1.1558 
21.交通安全や地域防犯の推進 
2011 2.812 1.1037 
2.576 1461.000 0.010 
2017 2.665 1.0664 





2 つの年度のデータに対して、信頼性分析を行った結果、30 項目に対して住民満足度の a 係数注２）









施策項目 年度 ケース数 平均值 標準偏差 t df p 
9.織物業の振興 
2011 413 3.2591 0.81741 
3.343 793 0.001 
2017 382 3.0602 0.85974 
12.山・川・海の保全 
2011 457 3.4289 0.76367 
2.704 861 0.007 
2017 406 3.2857 0.79015 
13.ごみの減量化やリサイクルなどの推進 
2011 543 2.6427 0.85335 
3.117 1050 0.002 
2017 509 2.4813 0.82418 
14.災害に強い山や川づくりと防災体制の強化 
2011 623 2.4735 0.88332 
2.728 1201.652 0.006 
2017 584 2.3425 0.78527 
15.計画的な土地利用や住宅政策の推進 
2011 569 2.8348 0.87258 
3.227 1072 0.001 
2017 505 2.6693 0.79903 
18.情報ネットワーク基盤整備や有線テレビ事
業の推進 
2011 415 2.8145 0.88015 
-2.149 799.757 0.032 
2017 415 2.9349 0.72772 
19.上水道等の整備 
2011 631 2.0697 0.82705 
-3.858 1161 0.000 
2017 532 2.2556 0.80866 
20.下水道等の整備 
2011 607 2.0264 0.81607 
2.911 1166 0.004 
2017 561 1.8877 0.81056 
21.交通安全や地域防犯の推進 
2011 608 2.1086 0.89188 
2.579 1167 0.010 
2017 561 1.9750 0.87592 
26.文化・芸術の振興や文化財の保護・活用 
2011 454 2.3128 0.78561 
-2.485 820 0.013 


















































施策項目 属性 ケース数 平均値 平均値比較 標準偏差 Ｐ 
5.男女共同参画社会の
構築 




2017 年男 294 3.223 0.897 




2017 年 70 歳以上 212 3.160 0.745 
9.織物業の振興 




2017 年女 372 3.398 0.970 




2017 年 15 歳～69 歳 454 3.416 1.069 




2017 年仕事あり 447 3.459 1.070 
10.観光交流の育成 




2017 年男 294 3.679 0.979 




2017 年 70 歳以上 212 3.563 0.836 




2017 年無職＆家事専業 219 3.502 0.875 
11.新たな産業起こしへ
の支援と雇用の確保 




2017 年女 372 3.549 0.932 












2017 年仕事あり 447 3.724 1.047 
12.山・川・海の保全 




2017 年女 372 2.859 1.064 




2017 年 15 歳～69 歳 454 2.873 1.125 




2017 年仕事あり 447 2.889 1.102 
13.ごみの減量化やリサ
イクルなどの推進 




2017 年女 372 2.655 1.146 




2017 年 15 歳～69 歳 454 2.706 1.165 




2017 年仕事あり 447 2.676 1.148 
14.災害に強い山や川づ
くりと防災体制の強化 




2017 年女 372 3.134 1.040 




2017 年 15 歳～69 歳 454 3.131 1.090 




2017 年仕事あり 447 3.161 1.103 
15.計画的な土地利用や
住宅政策の推進 




2017 年男 294 3.592 1.014 




2017 年 70 歳以上 212 3.437 0.890 




2017 年 15 歳～69 歳 454 3.454 0.957 




2017 年無職＆家事 219 3.396 0.898 












2017 年男 294 2.588 1.138 




2017 年女 372 2.623 1.064 




2017 年 70 歳以上 212 2.557 0.950 




2017 年 15 歳～69 歳 454 2.631 1.159 




2017 年仕事あり 447 2.622 1.134 
19.上水道等の整備 




2017 年男 294 2.070 1.051 




2017 年女 372 2.216 1.079 




2017 年 15 歳～69 歳 454 2.147 1.090 




2017 年仕事あり 447 2.144 1.052 
20.下水道等の整備 




2017 年男 294 2.191 1.149 




2017 年女 372 2.337 1.159 




2017 年 15 歳～69 歳 454 2.236 1.166 




2017 年仕事あり 447 2.251 1.148 
21.交通安全や地域防犯
の推進 




2017 年女 372 2.639 1.023 




2017 年 15 歳～69 歳 454 2.660 1.084 




2017 年仕事あり 447 2.638 1.088 
26.文化・芸術の振興や
文化財の保護・活用 




2017 年男 294 3.014 0.929 




2017 年 70 歳以上 212 2.972 0.770 




2017 年 15 歳～69 歳 454 2.899 0.936 








総合計画の諸分野において、力を入れるべき施策の回答を表 6 にまとめた。表 6 から、「11. 新た
な産業起こしへの支援と雇用の確保」、「14.災害に強い山や川づくりと防災体制の強化」、「2.高齢者や
障害者の福祉の充実と社会参画の促進」、「17.道路網や鉄道・バスの充実」、この 4つに対する期待割


























と社会活動に分けられる。環境活動の累計参加人数は、2011 年の 744 人に対して、2017 年の 460
人に減少した。2011 年の社会活動に参加した人数は延べ 981 人であるが 2017 年の場合、654 人に
減った。環境活動及び社会活動の参加者は両方とも減少したことがわかる。 
表⒐環境活動経験による満足度の比較（▼悪化、△好転） 



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































施策項目 年度 平均値 平均値比較 標準偏差 Ｐ 
5.男女共同参画社会の構築 2011 3.061 ▼ 0.8725 0.029 
2017 3.192 0.8923 
12.山・川・海の保全 2011 3.222 △ 1.1288 0.002 


































2017 2.117 1.0512 
20.下水道等の整備 2011 2.497 △ 
1.2185 
0.002 
2017 2.237 1.1226 


































































     表 12.住民満足度と施策達成度との比較（▼悪化△好転） 

























































































































































































































































































































































 4.1 住民満足度の変化の実態 
3.2～3.5の結果から、一部の施策に対する住民満足度の変化の実態を明らかにした。住民全体の満
足度平均値の年別比較では、有意差が見られる項目は表 3の 10項目であったが、「住民の属性」、「活





























































































項目 2011 年調査 2010 年母集団 2017 年調査 2016 年母集団 
性
別 
男 47.3% 46.4% 44.1％ 46.8％ 
女 52.7% 53.6% 55.9％ 53.2％ 
年
齢 
15 歳～69 歳 69.7% 73.4% 68.2% 71% 
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By using the data of several surveys of residents ‘consciousness conducted when 
formulating the comprehensive plan, it is possible to grasp the changes in 
residents' awareness over time and confirm the degree of consistency between the 
policy evaluations on the administrative side and the residents' side. In this study, 
we compared the degree of resident satisfaction in terms of "attributes of residents", 
"participation in activities", and "expectations for measures" by year using the two 
questionnaires conducted by Yosano Town. The following 2 points were clarified. 
First, by grasping the evaluation tendency of satisfaction, it was possible to 
narrow down the target group of residents in the formulation, implementation and 
management of effective future measures. Second, the possibility of a benchmark 
evaluation method that can reflect both the resident's evaluation and 
administrative evaluation by examining the suitability of the comprehensive plan 
evaluation based on the actual situation of secular change of the resident 
satisfaction and using the benchmark evaluation table of Yosano Town was verified. 
In addition to proposing benchmark evaluations that can reflect changes in 
residents’ satisfaction, "long-term implementation of similar residents' awareness 
surveys, setting of target indicators for measures that can be shared by residents 
and the government, and demonstration experiments" are considered future issues. 
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